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クマ類は生息状況の把握、被害防止対策ともに困難が伴う獣類の一つである。現在、特

定計画は、クマ類が生息している 34 都道府県のうち 21 道府県で策定されている。その目

的として①人身事故及び農林業被害の防止、②安定的な個体群の維持の２つを挙げている

計画が多い．つまり、人間社会への被害低減（リスク管理）と個体群の安定的維持（個体

数管理）を２本柱としている．しかし、クマ類の生息状況の推定や具体的な管理手法が少

ないこと、被害を受けている地域住民と都市住民との間に著しい認識の差があることから、

組織的対策を実行できている自治体は少ないのが実情である。 

様々な課題はあるものの、生息の多寡によらず、被害防除の現場対応が必要であるのは

変わらない。被害防止のための考え方は、防げる被害は未然に防ぎ、万が一発生した被害

についても最小限に食い止めるということである。 

また、野生動物の保護管理を適切に進めていくために、不可欠なのが科学的なデータの

蓄積と分析である。科学的データは、単に生息動向を把握するだけでなく、被害防除のた

めにも重要である。 

特定計画における目的や方針の策定及び、施策を実施すためには、１）生息と被害の状

況把握、これらの継続的なモニタリング、２）合意形成と管理方針の明確化、３）現場対

応の体制整備の３つのシステム整備が求められる．つまり、保護管理の根拠となる科学的

情報を継続的に一元管理し分析する、合意形成のプロセスを明確化する、そして、被害対

策を支援する現場対応の仕組みを創出することである．この中には、都道府県レベル（広

域）の状況把握と分析、市町村レベル（地域）における現場対応が含まれている。 

現在の自治体の現状では、生息動向の把握は非常に難しいが、鳥獣行政を通じて収集可

能な、目撃情報、被害状況、捕獲数などを蓄積することで対策方針を決めることは可能で

ある。その他優先的に調査を行う必要があるのは、出没に大きく影響するブナ科堅果類の

豊凶調査である。これは、被害を予測するうえでも重要である。調査研究機関がある地域

ではクマ類の出没行動や繁殖状況などの調査を優先させることが望ましい。 

生息状況や人為的環境の配置など地域により差があるが、特に出没が問題となる秋の被

害の多くは、クマの食料となる誘引物、つまり農作物や、果樹、集落内にある放棄果樹な

どの存在が影響している。誘引物となっているものの除去は、被害対策の優先事項となる。

また、収集した情報を関係者間で適切に共有する仕組みが求められる。各地域において、

リアルタイムで対応にあたるのは市町担当者や鳥獣保護員をはじめとする狩猟者、学校関

係者であるため、地域の対策者への研修などを行うことで対策者のすそ野を広げることも

被害防除に重要となる。 
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